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「観光」と「情報」
（ユビキタス時代を迎えて）

須田 寬
１．観光の構造（観光は情報で成立つ）







　情報の主な流れ　    ①観光対象－観光意思

②観光基盤－観光客
観光客の観光意思をもつ働きかけで、観光対象は観光資源となる。
２．情報の応用（観光効果を高めるために）
観光(地)情報   －様々な情報システムを通じて－

予約(機能)情報 －マルスシステム、ネットワーク形成
３．情報媒体

マスコミ、印刷媒体
対人情報(口コミ)

４．ユビキタス時代を迎えて

（どこでも誰でも情報に接する）
ユビキタス時代の情報は観光のカタチを変える

· 団体旅行から少人数グループ旅行へ

· 見物観光から「体験」「学習」観光へ

ユビキタス時代の到来は観光の幅を広げ活性化する

· 自動移動支援システム－(バリアフリー)

（高齢者、外国人等の観光促進）

(ユニバーサル社会)

· 交通手段、目的地情報－リアルタイムオンライン

· 観光対象が直接情報発信する

(情報拠点の設定と発信)

(課題)

・旅行会社のあり方　    手数料ビジネスからの脱皮

　　　　　　　　　　    情報把握、発信のあり方

· 受入体制のあり方

「観光するこころ」を忘れずに
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観光客
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観光支援基盤
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IT応用の情報(モバイル)


インターネット(パソコン)


携帯電話








